
3日（火） 生徒会委員会 

4日（水） いじめ不登校対策委員会 カウンセリングの日   

6日（金） 公立中期選抜 

9日（月） ３年球技大会 

10日（火） ３年生送る会（１、２限） 

11日（水） カウンセリングの日 

13日（金） 第７６回卒業証書授与式 

16日（月） １年球技大会 

17日（火） ２年球技大会 

18日（水） カウンセリングの日（本年度最終） 

19日（木） 修了式 部活再登校13：00 

24日（火） 後期選抜 

30日（月） 離任式 
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【4月の主な行事予定】 

8日（水） 始業式 

9日（木） 入学式 

23日（木） 全国学力調査 

蜂ヶ岡中だより 

【3月の行事】 
  

♦巣立ちと新たな一歩の季節に♦ 

寒さの中にも春の気配が感じられる季節となりました。いよいよ３年生は卒業の日を迎えま

す。これまでの 3年間で積み重ねてきた努力と経験は、これからの新しい歩みを確かに支え

てくれることでしょう。また、６日には公立中期選抜試験があります。自分の力を信じ、落ち着

いて本番に臨んでくれることを願っています。 

 一方、１・２年生にとって３月は、「まとめ」と「準備」の両方を 

意識する大切な時期です。今年度の学びと生活を丁寧に振り返り、 

できるようになったこと、これから伸ばしたいことを見つめながら、 

新年度へ向けて心と生活を整えていきましょう。 

新しい学年はもうすぐです。皆さん一人ひとりが、次の一年をより良いものにできるよう、最

後の一日まで大切に過ごしてほしいと思います。 
 

【女子バレーボール部】 近畿中学生バレーボール選抜優勝大会出場決定！！ 
２回戦 対 東城陽中 2-0 勝利 

３回戦 対 修学院中 2-0 勝利 

４回戦 対 西城陽中 2-1 勝利 

５回戦 対 大宮ヤング 0-2 敗退 

近畿大会出場を決める４回戦では第１セットを 

奪われる厳しい展開となりましたが 

見事逆転で３位となり近畿大会出場を決めました。 

 



【京都市教育委員会総合教育センター所長室にて】 

本校２年生が描いた生徒の風景画が飾られています。 

センター所長からは部屋が明るくなってとても気に入っています。 

ぜひ見に来てくださいとのことでした。 

教育委員会美術科指導主事も絶賛されているとのことです。 

うれしい報告がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いじめを見逃さないために ～子どもたちのSOSに気づく大人であるために～」 

先日、すぐーるにて【SNS 上における暴力行為などの動画の投稿・拡散を受けた緊急対応】についてお知らせいたしまし

た。本校でも、学級活動の時間を通して、子どもたちへ注意喚起を行っているところです。 

いじめやトラブルは、必ずしも目に見える形で現れるとは限りません。ある専門家は、いじめを**「静かに広がる影」**にた

とえています。明るい場所では気づきにくい影でも、そばにいる誰かが見守っていれば、その変化に気づき、声をかける

ことができると。 

子どもたちの中には、 

・「迷惑をかけたくない」 ・「言っても変わらないかもしれない」 

・「自分が悪いのかもしれない」・「さらにひどいことをされるかもしれない」 

と感じ、助けを求められないまま悩みを抱えてしまう場合があります。 

だからこそ大切なのは、 

“子どもが言わなくても、まわりの大人が変化に気づこうとする姿勢”が大切だと考えています。 

私たち教職員は、毎日の学校生活の中で、生徒の小さな変化を見逃さず、いつでも相談しやすい環境づくりを心がけてい

ます。また、ご家庭でも「最近どう？」と静かに声をかけていただくことで、子供たちの心がふっと軽くなることがあると思

います。いじめを防止する力は、学校と家庭が “子どもの一番の味方” として手を取り合うことで、より強く確かなものに

なります。ただ、至らない点があるかと思いますので、ご指摘いただけたらと思います。 

本校では、いじめ見逃し “ゼロ” を目指し、日々取り組みを進めております。今後とも、子どもたちが安心して

過ごせる環境づくりへのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

「３年間の旅の地図」 
ある生徒が卒業の日に、３年間の学校生活を地図にたとえて振り返りました。 

「きれいに舗装された道ばかりではなかった」と。 

・大変だった坂道 

・迷った分岐点 

・仲間と笑った広場 

・立ち止まった場所 

それらを全部通ってきたからこそ、今の自分があるのだと気づいたそうです。 

旅の価値は、順調だったかどうかではなく、最後まで歩き続けたこと。 

これから歩む道も、きっと地図に残していく一歩一歩が大切になることでしょう。 

 


